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１．目的

わが国の鋼鉄這橋には経年100年を蝿えるものも存在し,昭和３０年代

以前に製作されたリベット接合の鈑桁がり'三常に多い．これらの鉄桁では

主要幹線を中心に支承部下フランジのき製が数多く発見されている．そ

の一例を写真-1に示す．この種のき製は過去から発生しており，補修

方法としては支承部の下フランジやソールプレート等の部材取替えが一

般的である．しかし，通過トン数が多い線区を中心にこの砿のき製は蝋

加しており，過去に祷接を用いて安直な補修を施した箇所での鱒変状な

ども見受けられる．

今後,増加する二のタイプのき製に対し，効果的な維持管理方法に

ついて総計するため､実橘;１sよびき製植傷により取緋えらｵした部材の，
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写真－１支承部下フランジのき製
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調査を行った．

２．旧式桁のき裂発生機構

文献１)には`このタイプのき裂は床恢式と呼ばれる|耐支承を有す

る桁に発た'Zするき製であり，腐食によ'）端補剛材下)lWiliに隙間が生じ

て支承部|『フランジとソールブレートに1M1げ懇(i=用してき裂に至る

と記されている．また図－１のとおり，床禰の磨耗も原闘のひとつと

考えられている．

ａき裂発生部位の詳細調萱

現在では線支承を有守る,桁においても支承部下フランジのき裂が

発生しており，それらを見るとソールフレート下面にはき製や変形

が認められないものもある．２．で示したき裂発生維イルと異なる場

合があると蓄えられた．そこで，き製発く|三部材を切'１ﾘ｢し，リベット

を取り外して分解し，外観観察を行った．その結果，｜ぐうランジド

面およびソールブレート｣二面に著しい膳耗が認ぬら』l・た．最大の磨

耗量は下フランジ下面で4.21,1'Ⅱ，ソールブレートで３．９１ⅢⅡ程度でおっ

E,石はI爵１．２

していろ。

図－１支承部の吉裂発生機構朗
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を取り外して分解し，外観観察を行った．その結果，｜ぐうランジド０００２５８１４７
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面およびソールブレート｣二面に著しい膳耗が認ぬら』l・た．最大の磨
支間中央側

耗量は下フランジ下面で4.2111|Ⅱ，ソールブレートで3.91ⅢⅡ程度でおつ図-2ソールブレートの磨耗量分布

た．ソールプレートの噺粍避の分布を図－２に示一il-．また1ざフランジｌ１ｉ端倒

鰯
■

山形銅の磨耗状況は写真－２に示すとおりで，橋軸方向には支問中央

側の,また橘iilll直角方向には腹板に近い側の磨耗量がそれぞれ大きい

それぞれ反対側に離れるにつれ直線的に脳耗量は少なくなっていた．

観察の結果からわかった磨耗形状の棋式|鷺|を図－２に示す．下フラ

ンジ下面とソールプレート上面の両方とも磨耗しており，腹;仮に近い

側の露,瀧が大きい.下フランジ･ソールプレート接触爾の磨耗により，

フランジ山形鋼には図－１に示すような1111げが繰り返し作用し，き製

が発生したと考えられる．
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写真－２下フランジ下面の磨耗|犬況
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小K“４．き裂発生傾向の分析

ａに示した部材を切1,出した:橋梁は表－１に示すとおり，類似の桁

が３０連架設されている．またこの橋梁がある線区はわが国の主要幹線

で,過去から二の種の変状が多く発生している．過去にき製を残したま

ま補易な補修を行った筒１１｢あるいは補修予定で沙)るが,主だき製が残存

している箇所もある．そこで，６０箇所伽支醗部について外観|MiL察を行

脳

い，き製の発生に影響を与える要因を分析することとした．調査項目は図~３下ﾌﾗﾝｼﾞ･ｿｰﾙプレート接触面の
磨耗状況(模式図

表－２に示すとおりである．
表－１対象積雲の諸元

き製発生の有無に厩分し，各調査項目の分布駐調べた結果，き裂獺発

生している支承部下フランジの７６％のソールブレートに見かけの臓耗

量が２ｍｍ以上ある,又Ｉぞ|:過去にあったと考えられ,ﾄ|]関が高いことがわ

かった．ソールプレートの見かけの磨耗量とは図－４に示すもので，３．

で考察した童耗を外観から推定するために測定した．ソールブレート磨

耗量の頻度分布をき裂発生の有無に区分し,図－５に示す言裂がない支

承部の約80％で見かけの蝉粍がみとめられなかったのに対し意裂があ

る支赦部は21,,ｍ以上の見かけの磨耗量が多く分布している.こり),(Hい桂

関は３．で示したき裂発41三;朧構を裏付けるものと考えられる．

それ以外の項目については，き裂発生とW1確な相関が認められなかっ

た.一例として,b)桁の子れ･量についての頻度分布を図－６に示す.な指，

端I1llilmII材下端の隙間については，き製が発生ﾎﾞｰると腹１反が下がり端補lilllIl

材が|球度接触することが椿えられ，また,i1JiMl3では塗り重ねらjhた塗装

や塵芥でi1lilMlll物下端の総祷状況が不明瞭でilbる鳩合も多く，き裂発ﾑﾋﾘ）

要因と考えられるが１今回の調査では傾向駐掴むことができなかった．

５．まとめ

当該術梁は供用開始後８０年以上経過してお|')，その間，わが'塵|の主

要i幹線として列車の純り返し荷重を受け続けてきた.今回のiil1il夜の結果，

|ざフランジ山形鋼下iiTとソールプレート上而に顕著な磨耗が認められ，

ﾆｵしがき製発生原因と考えられる．支承部は支点反ﾉﾌが集中して作用す

る部位であり，端補剛材の密着状態等の条件によ

橋台面間長'308,61
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b)桁⑪ずれ量

鯉一ルブレートの動､けCD言瀧量
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ろ変形量
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図－４ソールブレートのみかけの窒耗量

り磨耗進行速度は異なるものの,磨耗自体は避け２颪
知

られないと考えるべきであろう．舐而
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